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京都市立東総合支援学校図書館
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＜田村先生より＞
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9月2日（月）の図書委員会で，「本を大切にする」という目的で，図書館にある本をきれいに拭く活動をしました。先生から『本の拭き方』を教えてもらった後，日頃から，自分が担当する本棚にある本を1冊ずつ手に取って，ほこりを払いました。本の表裏だけでなく，背表紙についているほこりも丁寧に拭いてくれました。きれいになった本を，ぜひ図書館で読んでください。





　9月3日（火）の委員会で，


学校司書の田村先生の読み聞かせ


図書美化委員新聞の作成（おすすめの本紹介）


本の返却や貸出の操作


ふりかえり


以上の活動をしました。本が大好きな委員会の子どもたちは，田村先生の読み聞かせを楽しみま


した。また，バーコードを読み取って，本の貸出の手続もできるように練習しています。上手にできるようになってきました。








『いすにすわってたべなさい。』　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　（平田昌弘／平田　景　国土社　2017年）





「いすにすわってたべなさい。」に，「あ」をたすと……。思わず笑ってしまいますよね。ことばって，ほんとうにおもしろいんです。ことばあそびの楽しさを，ぜひ味わってください。ひょっとしたらあなたも，作ってみたくなるかも。





『はじまりの樹の神話』　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　（岡田　淳　　理論社　　2001年）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　「こそあどの森の物語」シリーズ６冊目。森に住むスキッパーの前に，しっぽの光るキツネがあらわれて，いっしょに女の子を助けだす。次の日から森の人びととの暮らしが始まるのですが……。全部で12冊のシリーズですが，その中でも一番長い物語。








『よのなかの図鑑』　　　


　　　　　　　　　　　　　（寺本　潔・監修　小学館　2014年）


　


　身の回りの社会は，ほとんど変わっていきます。世の中のことで案外知らないことも多いもの。こうして図鑑として，まとまってながめてみると「そうだったのか！」と，おどろくような，ことがらがいっぱい。大人もびっくりする「現代」をまるごと探検できる。





　9月5日木曜日の放課後に，総合育成課の髙松専門主事を講師に迎えて，図書館で学習会をしました。内容は，図書館にある図鑑や絵本を題材にして，タブレット端末を使った学習に役立つ教材作りでした。　


今年度は，16名の教職員の参加があり，「Bitsboard」のアプリを使って，個に応じた教材作りに取り組みました。主に使用したアプリの他に，髙松主事より特別支援学校で使える「つくるんです」や「バルーン・ステッキープラス」「背景透過」等のアプリの紹介もありました。


　先生方は，それぞれに対象ととなる児童生徒を頭に思い浮かべながら，図書館の資料を写真に撮ったり，音声を入れたりして，教材作りに熱中していました。














⑥








